

































の到達度（案）」の中で、看護技術 13 項目 141 種類
が提示された 3）。これを参考に、本学独自の看護技
術 22 大項目、123 小項目から構成される「卒業時の
看護技術到達度調査票」が完成した 4）。
　平成 21 年 12 月に看護学科４年次生を対象に卒業
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看護実践能力向上のための学士課程における看護基礎教育とその
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要旨　本看護学科では、看護学生の卒業時看護技術到達度の評価を平成 21 年度より継続してきた。平成 23 年
度には大項目 22 項目・小項目 119 項目からなる調査票を見直し、「学生の到達度の自己評価」と「臨地実習で






























調査１．平成 21 ～ 23 年度における卒業時看護技
術到達度による基礎看護技術、の評価
１）対象者：平成 21 〜 23 年度における在校生のう
ち、編入生を除く全ての実習を終了した４年次生と
した。平成 21 年度 40 名、22 年度 42 名であった 5）。
23 年度は 41 名であった。
２）調査期間：平成 22 年 1 月、平成 22 年 11 月、








⑴　平成 21 年度 6）
　調査項目は、前述したように平成 19 年の「卒業
時の看護技術到達度目標」調査票（原案）の看護技












⑵　平成 22 年度 7）





























































容に応じて、1 と 14 を【環境調整と安楽確保技術】






























は調査票の回収 34 名、回収率 85.0%、平成 22 年
度は、調査票の回収 33 名、回収率 78.6% であった























項目を [ ]、大項目を【 】で示す。
⑴　到達度Ⅰ（１人でできる）




[ 栄養状態のアセスメント ]、[ 食行動のアセスメン
ト ]、[ 対象者の状態に応じた洗髪 ]、[ 対象者の状態
に応じた部分浴 ]、[ 対象者の状態に応じた清拭 ]、[ 対
象者の状態に応じたバイタルサインの測定とアセス
メント ]、[ 対象者の状態に応じた冷罨法・温罨法 ]、
[ 衛生学的手洗い ] であった。
⑵　到達度Ⅱ（指導者とともにできる）















イザーによる吸入 ]、[ 点滴静脈内注射時の管理 ]、[ 難
病・結核・感染症の症状の観察とアセスメント ]、





の回答が 70% に満たなかった項目は、47 項目のう
ち 14 項目（29.8%）であった。
　特に達成率の低い小項目（20% 以下）は、[ 一時
的導尿 ]、[ 膀胱留置カテーテルの管理 ]、[ グリセリ
ン浣腸 ]、[ 創傷処置時の無菌操作 ]、[ 直腸内与薬 ]、[ 皮
下注射 ]、[ 筋肉内注射 ]、[ インスリン自己注射の患
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[ 新生児のアセスメント ]（達成率 19.4%、経験率





は、[ 経鼻胃チューブ挿入確認 ]、[ マスク・カニュー
ラを用いた酸素吸入 ]、[ 超音波ネブライザーによる
吸入 ]、[ 止血法の実施 ]、[ 医療器材の洗浄・消毒 ]、[ 術




















られた。[ 創傷処置時の無菌操作 ] は、術後の閉鎖式
ドレッシングの普及により、ガーゼ交換等の処置を
経験する機会が減少しているためと考えられる。[ 直
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